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第 5 章では、本研究での成果を総括して結論をまとめている。 
 
 
【論文審査の結果の要旨】 
本論文では、言語障碍者のソーシャルインクルージョン（社会的包摂）という社会的意義のある
問題に対して、ヒューマンファクタとソフトコンピューティングの融合手法による斬新な解決方法
の提案をしており、研究テーマの重要性と研究内容の新規性が十分に認められる。特に、ファジィ
集合理論によるメンバーシップ関数の同定と位置制御により、失語症者一人ひとりが社会に参加す
るときに対面する困難に基づいて、繊細な感情の表現や感情を伝えて他者とコミュニケーションを
取れる手段を提供している点に特色が見られる。また、言語聴覚士の知識を取り込む Fuzzy-AHP 
と多数の失語症者の意見を反映する投票の組み合わせにより、デザインソリューションを使用する
ユーザの意見が、その機能の重要性に直接反映される点において提案手法の利点が認められる。さ
らに、49 人という多数の失語症者の協力を得た事例研究は過去には例がなく、理論的な貢献のみ
に留まらず、提案したデザイン手法を実践している点でも貢献が認められる。 
以上のことから、本研究の成果は経営工学分野における進展に寄与するものと判断し、博士の学
位を授与するにふさわしい内容を有すると認める。 
 
